
庁内ＬＡＮシステム管理事業

庁内LANシステムの安定稼働率（稼働実績／稼働予定時間）
2

99.8 99.8 99.8 99.8 99.8 99.8
％

100 100 100 100 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 6月21日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０３ 安定した行政情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システムの安定稼働の確保

情報システム課長  久保　正秋

１．施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

本市の行政サービスへの満足度は、市民が感じる暮らしやすさや幸福感の醸成にも大きな影響を与えるものと考えます。こ

の施策では行政情報システムの安定稼働を確保し、行政サービスの基盤として各分野の施策を支援することで、市民の行政

サービスへの満足度の向上を間接的に図るものです。また、システム安定稼働のため、情報システム調達の最適化による財

政基盤安定化への寄与、情報化のための人材育成を推進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮

ら

し

システム安定稼働率

1 100 100 100 100 100 Ａ
％ 100

100 100 100 100 100 0.0

幸

福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 62 64 66 68 68 Ｄ
％ 61

57.6 64.5 60.1 58.8 58.8 △31.4

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

978  住民基本台帳システム管理事業

住基LANシステムの安定稼働率（稼働実績／稼働予定時間）
1

100 100 100 100 100 100
％

100 100 100 100 - -

988  



針についての達成（実現）状況
Ａ 達成した

Ａ 達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ｂ 必要あり

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 6月21日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０３ 安定した行政情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システムの安定稼働の確保

情報システム課長  久保　正秋

２．施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

・システムの安定稼働のため、保守・管理・運用を的確に実施しました

政

。

・各法制度改正及び

 

システム更新に対応す

 

るため、情報システム

 

の改修を実施し、各業

 

務システム間の情報連

策

携を堅実に実

施しまし

:

た。

・新たな技術動向

基

・施策動向の情報把握

本

及び対応の検討を進め

施

るとともに、仮想化技

策

術を利用したシステム

:

更新を実施し、

行政情

施

報システムの最適化を

 

推進しました。

(２)

 

 基本計画内の取り組

 

みと方針のうち、平成

 

30年度の重点課題の

策

達成（実現）状況

【重

:

点課題】

情報システム

施

最適化の継続的取組み

策

【重点課題に対する達

担

成状況】

各業務システ

当

ム更新等において、仮

職

想化技術の活用を検討

・

し、システム及び端末

氏

の集約化・集積化を推

名

進しました。

３．施策

(

の実現に向けての平成

１

30年度実施後での変

)

化を認識する

・国のI

 

T戦略の進展

・セキュ

施

リティ脅威の高まり

・

策

厳しい地方財政状況

基

目

本的な方向性に変更は

標

ありませんが、もう一

の

つの施策である「番号

達

制度の円滑な導入」に

成

おいて、関連システム

（

等が導入

から運用の段

実

階へ移行していること

現

から、総合的な視点で

）

見直しを行う必要があ

に

ります。

(１) 平成

向

30年度方針策定に際

け

し、今後の方向性や引

た

継課題

【今後の方向性

基

】

行政情報システムの

本

安定稼働確保のため、

計

引き続き情報システム

画

の最適化とセキュリテ

期

ィ確保に努めます。

【

間

引継課題】

・仮想基盤

内

の円滑な更新に関する

の

こと

・セキュリティ確

取

保に向けた継続的見直

り

しに関すること

組みと方



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：令和 元年 6月21日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０３ 安定した行政情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システムの安定稼働の確保

情報システム課長  久保　正秋

978  住民基本台帳システム管理事業

25,375 83,759 230.1

988  庁内ＬＡＮシステム管理事業

20,502 30,442 48.5


